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＜連絡事項＞
・阿部　文香様～3/29のわくわくの郷の見学は、見学先の都合で延期となりました。
＜週間予定＞
3/27　向井　敦子様　コロナワクチン４回目実施。
3/31　患者様評価締め切り日
＜患者様連絡事項＞
・畑山　みゆき様～排便コントロールのため本日昼のカマ1T除剤となる。3/28～フルニトラゼパム（1）1T　就床前薬に追加となり5日分処方となる。
・向井　敦子様～コロナワクチン4回目接種施行。不調の訴えなく経過。
・小笠原　美千代様～やまばと寮スタッフ来院し、小遣い1000円・爪切り・リハパン・　　　　マスク１箱届いている為本人へ渡している。
・板橋　利美様～お兄様からリハパン２袋、シャンプー、菓子類多量に届いている。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～気分高揚感持続。急に走り出す・大声をあげる、放歌、会話は滅裂である。促し、強力な介入で日課取り組んでいる。
・斎藤　光枝様～3/26　7時首にビニールを巻いている状態を発見している。意識清明でチアノーゼなくバイタルサイン異常なし。体温36.9℃。「急に死にたくなった。自宅に帰ってもいる事ができないし、死ぬことで楽になると思って」と少し涙ぐんで話す。その後も、他室侵入しビニールを盗んで下着に隠す行動あり。病棟内の備品配置を変更。
本日は、要観察下で日課行っている。希死的言動は見られず。継続し注意観察としている。
・小笠原　美千代様～幻聴に対する不安や、担当スタッフが異性である事での相談対応への不安を訴えるが、都度傾聴にて落ち着いている。問題行動なく日課取り組まれている。
＜菅野Dr診察・担当患者様検討＞
・滝田　英人様～血圧・脈拍は変動性あり。症状についても曖昧な様子あるが、問診中は「背中診察施行。診察中に独語し、誰れかと話していたのかの質問に、「学友」とボソッと話される。背中は継続し苦しいと訴えている。
・中川原義雄様～診察し、「眼鏡を壊したので、娘が外泊し眼鏡屋に連れて行くと思います。外出かな。」と話す。主治医より日にちが決まったら話す様言われ頷いている。
・上村　みわ様～診察時、腰から足にかけて痛いという。また、薬が多いから減らして下さいと訴え、主治医から今でも少ない薬だから減らせないと説明を受けている。処方変更なし。
・出河　攻　様～精神・身体面著変なし。処方変更なし。
・松田　健　様～3/29の定期薬から就床前薬が減薬となっている。主治医から、「減薬して眠れればいいですね。」と言われ、「はい。」と答えている。
＜グループミーティング評価・検討＞
1G：グループ全体に大量低下あり。体力低下に伴う生活への支障については考えることが出来ずにいる。（自分達には必要ないと思っている。）身体プログラムを通じて、交流が増えている場面が見られるため良かったと思う。 

2G：スムーズにする為の動作については、介入により意見が聞かれているので担当スタッフは、ボードに貼るだけでなく、資料もコピーして下されば、その場の雰囲気で運動が活発となると思いました。
3G：全体的に積極的に発言が聞かれ、雰囲気は良い。自分自身が困っている事に関しても、生活を振り返り相談することが出来ている。やや話しが逸れたり的外れな発言が聞かれたりするも、最後まで意欲的に参加されている。
4G：スタッフからの問いかけに発言は殆どなく積極性に欠ける。一人一人確認をしたり、挙手してもらう事で、どのように感じるかどう思っているかの自身の気持ちを表出する事ができた様子。プログラムに対しては、意欲的でとても良かったと思います。
